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Why Participatory Action research is required? 
On the Moral Standard of Qualitative Research 
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究との大きな多様性において、社会構造に確かに基礎づけられたいくつかの理由によって、わ


































的な正義（racial and social justice）と白人の特権の問題とポリティクスを放逐するこ
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Participatory Action Research）を研究するジュリオ・カッマロータ（Julio Cammarota）ら
参加型アクションリサーチは、なぜ求められるのか 
－質的調査の道徳的基準をめぐって－ 










び潮（ripple of social change）を呼びおこすということを学ぶのである。［Cammarota 












































マンス的なペダゴジーは、経験の優位性（primacy of experience）、声の概念（concept of 
voice）、そして教室を民主主義的な公共圏に変えることの重要性（the importance of turning 
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で、局所的な対象こそが研究対象にふさわしいと考えている点でも、代表的なものと見なす
ことができよう［Adams et. al.: 2015, p12.］。 
4 現在、”Youth Participatory Action Research”（略称YPAR）という言葉は、多くの著作で見
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